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序

文

二
O
O
五
年
九
月

、
中
央
教
育
審
議
会
は 、
「
新
時
代
の
大
学
院
教
育」

を
答
申
し
た 。

私
は
同
審
議
会
大
学
分
科
会
大
学
院
部
会
長

を
務
め
て
い
る
が

、

そ
の
答
申
は
博
士
学
位
の
在
り
方
に
つ
い
て 、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

学
位
は
「
学
術
の
中
心
と
し
て
自
律

的
に
高
度
の
教
育
研
究
を
行
う
大
学
が 、

大
学
に
お
け
る
教
育
の
課
程
を
修
了
し
当
該
謀
程
の
目
的
と
す
る
能
力
（
博
士
課
程
に
つ
い

て
は

、

専
攻
分
野
に
つ
い
て
研
究
者
と
し
て
自
立
し
て
研
究
活
動
を
行
う
に
必
要
な
高
度
の
研
究
能
力
等）

を
身
に
付
け
た
者
に
対
し

て
授
与
す
る
も
の」

と
す
る 。

こ
れ
が
原
別
で
あ
り
、

国
際
的
な
共
通
認
識
で
も
あ
る 。

一

方
、

我
が
国
に
お
け
る
学
位
の
授
与
状
況
は

、
分
好
に
よ
っ
て
は
い
ま
だ
不
十
分
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い

。

特
に
人
文
・

社
会
科

学
系
の
照
準
修
業
年
限
内
の
学
位
授
与
本
は 、

改
善
さ
れ
て
き
て
は
い
る
も
の
の

、

依
然
と
し
て
体
士
課
程
入
学
者
の
約
三
O
%
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
。

論
文
博
士
と
諜
粧
博
上
が
並
存
し
て
き
た
経
緯
を
考
慮
し
つ
つ
も

、

ね
と
し
て
は

、
ス
ク
ー
リ
ン
グ
と
し
て
の
大
学

院
教
育
の
強
化
が
図
ら
れ
た
上
で

、

原
則
と
し
て
大
学
か
ら
授
与
す
る
か
た
ち
の
論
文
博
士
を
廃
止
す
る
こ
と
が 、

博
士山
手
位
の
国
際

的
通
用
性
か
ら
し
で
も
適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る 。

こ
の
よ
う
な
我
が
国
の
大
学
院
の
状
況
に
お
い
て

、
船
山
良
一

君
が
標
準
修
業
年
限
で
学
位
を
取
得
し
た
の
は
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

る 。

阿
君
は 、

私
の
東
京
外
国
語
大
学
時
代
の
大
学
院
地
域
研
究
研
究
科
修
士
課
韓
で
の
教
え
子
で
あ
る 。

彼
は
そ
の
後

、

長
野
大
学



に
数
年
勤
め
た
後 、

郷
阜
の
短
期
大
学
に
移
っ
て
教
鞭
を
執
り 、

現
在
に
至
っ
て
い
る 。

地
域
研
究
は
比
較
的
歴
史
の
新
し
い
学
問
分

野
で 、

要
約
し
て
言
え
ば 、

現
代
の
生
き
た
国
際
社
会
を
分
析
の
対
象
と
し 、

既
成
の
学
問
領
域
に
お
け
る
デ
ィ
シ
プ
リ
ン
の
枠
を
越

え
た
外
国
研
究
な
い
し
は
異
文
化
研
究
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う 。

船
山
君
は 、

新
潟
大
学
で
英
文
学
を
学
ん
で
か
ら 、

東
外
大
地
減
研
究
研
究
科
に
入
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が 、

今
回
の
本
は 、

英
米

文
学
研
究
と
現
代
史
研
究
が
溶
け
合
い 、

彼
の
経
歴
に
ふ
さ
わ
し
い
成
果
と
な
っ
て
い
る 。

か
つ
て
若
き
円
に
ジ
ョ
ー
ジ
・

オ
！

ウ
エ
ル
の
『
カ
タ
ロ
ニ
ア
讃
歌」

や
『
一

九
八
四
年』

に
共
感
し 、

ま
た
来
た
る
こ
O
O
八
年

六
月
に
は
ア
ン
ド
レ
・

マ
ル
ロ
l

に
つ
い
て
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
国
際
教
養
大
学
で
開
催
す
る
予
定
の
私
と
し
て
は 、

も
う
四
O

年
近
く
も
前
に
キ
ュ
ー

バ
の
ハ
パ
ナ
で
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
旧
居
を
訪
ね 、

メ
キ
シ
コ
シ
テ
ィ
l

の
コ
ヨ
ワ
カ
ン
で
は
ト
ロ
ッ
キ
ー

が

暗
殺
さ
れ
た
現
場
を
訪
れ
た
想
い
出
と
と
も
に 、

船
山
君
の
今
回
の
へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
研
究
の
斬
新
な
視
角
に
大
い
に
共
感
を
党
え
た

次
第
で
あ
る 。

私
は 、

専
門
分
野
を
異
に
す
る
の
で 、

詳
し
い
評
価
は
控
え
た
い
が 、

本
書
は 、

従
来
の
へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で 、

通
説
に
大
胆
に
切
り

込
ん
で
い
る
。

へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
研
究
ひ
い
て
は
ア
メ
リ
カ
文
学
研
究
に
一

石
を
投
ず
る
で
あ
ろ
う 。

多
く
の
読

者
を
得
て 、

批
評
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る 。

二
O
O
七
年
九
月
二
八
日

国
際
教
護
大
学
学
長

中
向。
嶺
雄
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多
く
の
へ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
研
究
が
あ
る。

そ
の
な
か
で
本
書
は
批
評
や
批
判
に
曝
さ
れ
て
ゆ
く
で
あ
ろ
う。

学
位
取
得
と
は
ま
た
別
の

緊
張
感
を
持
っ
て
本
書
を
閉
じ
た
い
。

最
後
に、

快
く
出
版
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
き、

編
集
上
の
こ
ち
ら
の
無
理
な
お
願
い
を
聞
い
て
く
だ
さ
っ
た
彩
流
社
の
茂
山
和
也
氏

こ

合｝
な
る
お
礼
を
申
し
上
げ
た
い
。

さ
ら
に
東
京
外
国
語
大
学
大
学
院
地
域
研
究
研
究
科
に
在
籍
以
来、

筆
者
の
さ
さ
や
か
な
研
究
を

い

；
暖
か
く
励
ま
し
て
い
た
だ
い
た
現
国
際
教
養
大
学
学
長
の
中
嶋
嶺
雄
先
生
の
学
思
に
記
し
て
感
謝
し
た
い
。
一

0
年
間
の
役
所
勤

十
の
後、

大
学
に
進
み、

そ
し
て
い
ま
学
界
の
片
隅
に
生
息
し
て
い
る
の
は、

東
外
大
地
域
研
究
研
究
科
で
過
ご
し
た
濃
密
な
ニ

1mw
を

除
い
て
は
考
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
の
研
究
科
の
主
要
な
担
い
手
で
あ
ら
れ
た
中
嶋
先
生
の
ご
指
導
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
ら
拙
著
も

生
ま
れ
な
か
っ
た
ろ
う
と
思
う
か
ら
で
あ
る。

二
O
O
七
年
九
月
二
六
日

船
山
良

340 
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2007年11月30日

国際教養大学

学長中嶋線住先生

拝啓

例年にない早い冬の訪れで、米沢地方は白一色の世界になりました。里山品紅葉のまま

に雪をかぶっています。

このたびの拙著の出版にあたって暖かいご支援をいただき誠にありがとうございました。

ようやく刊行にこぎつけることができました。実を言うと、奥付にあるように11月20日

一度出版されかけたところでした。ところが流通に回ってから、先生への謝辞を述べた小

生のfあとがきJが欠けていることに気づき、急いで回収して、また作り直すという想定

外のことが起りました。それで出版が 10 日遅れることになりました。いまのところ若干

の＝謝笹が見つかり、正誤表で対応したところですが、全体として小生にとっては予想以上

の本に仕上がりました。 これも先生に多大なご協力をいただいたお蔭で七心より御礼を

申し上げます。

今回の出版を通して、本を世に出すことの苦労を改めて認識しました。学位論文は審査

委員の人に読んで、もらい矧面を受けるとし、うものです。それを出版するというのは不特定

多数の読者を想定して、その評価に耐えうるものを公にするということで、学位取得とは

違った独特の苦労があることを経験しました。先生のご高著が100冊近いとし、うのは、や

はり信じ難いことです。

先生から「序文Jを頂戴し、それはまた帯にも引用させていただいたので、本を余り読

まなし、時代ではありますが、長く多くの人に読み継がれる本になって欲しいと願っており

ます。

先生はご多忙のこととは存じ上げます。先生のお時間のいただけるときに一度、秋田に

お伺いして短時間でも直瀦卸礼を申し上げたいと考えます。先生のご日程については、秘

書の鈴木様と連絡を取らせていただきます。

ご支援に衷心より感謝しつつ、先生のご健勝と国際教養大学のご発展をお祈り申し上げ

ます。敬具

船山良一，

身ふよ�－－

追伸 一冊は貴学図書館に置かせていただければ幸いです。


